
 

 

・太枠線内の該当項目を黒のボールペンなどで、はっきりと正確にご記入ください。 

・消せるタイプのペンや鉛筆の使用はできません。 

・記入欄が不足する場合は、コピーを取り使用してください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

簡易な収入（所得）見込額の申立書【家計急変者】 

記入例≪表面≫ 

予期せず令和４年１月から
１２月までに家計が急変
し、収入が減少した場合、
☑をご記入ください。 
※収入の減少が定年退職等
のあらかじめ予期されるも
のである場合、本支援金の
対象となりません。 

申請書の「２ 申請者が属す
る世帯の状況」に記載した
全ての者の状況をご記入く
ださい。 

例２（所得で申請） 
 
この場合、非課税相当収入限度額
【⑦欄】と年間収入見込額【⑥
欄】を比較して、⑥欄の方が高い
ため、裏面の所得による申請をし
てください。  
（裏面も記入が必要） 

下松太郎 １ 

110,000 ✓ 

 

４ 

(裏面あり) 

u 

✓ 

 

✓ 

 

１１ 

1,320,000 1,378,000 

下松花子 
０ １１ 

４ ０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ ０ 

下松三郎 
０ 

✓ 

 

80,000 ０ ４ 

１０ 

０ 

80,000 

960,000 930,000 

例１（収入で申請） 
・①扶養する人数（扶養控
除等申告書等に記載の人
数）をご記入ください。 
・②その者の令和４年度住
民税課税状況にチェック
☑をご記入ください。 
※世帯の中に令和４年１
月１日現在、１８歳以
下の世帯員は、課税の
場合以外はチェック☑
不要です。 

・③申請日時点で該当する
「控除の種類」にチェック
☑をご記入ください。 
・④⑤⑥令和４年１月以降
で、任意の１か月の収入額
をご記入ください。 
 ※年間の収入が分かる場

合は、④⑤の記載は不
要です。 

例１（収入で申請） 
・⑦下表の扶養する人数に
対応する区分の非課税相当
収入限度額を確認いただ
き、この額を⑦欄に記入く
ださい。 

例１（収入で申請） 
・非課税相当額収入限度額【⑦
欄】と年間収入見込額【⑥欄】
を比較して⑥の額が⑦の額以下
であれば支給対象となります。
（裏面は記入不要） 

 

 

クダマツ サブロウ 

クダマツ タロウ 

クダマツ ハナコ 



 

 

・太枠線内の該当項目を黒のボールペンなどで、はっきりと正確にご記入ください。 

・消せるタイプのペンや鉛筆の使用はできません。 

・記入欄が不足する場合は、コピーを取り使用してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

   

 

 

  

 

 

 

簡易な収入（所得）見込額の申立書【家計急変者】 

記入例≪裏面≫ 

（家計急変世帯分） 

記入例≪裏面≫ 

例１（収入で申請） 

表面の収入により申請す

る場合は、記入不要。 

(表面あり) 

u 

例２（所得で申請） 

所得により申請する世帯

員をご記入ください。 

 
960,000 360,000 600,000 3８0,000 

下松三郎 

例２（所得で申請） 

・表面の年間収入見込額
【⑥欄】を転記してくだ
さい。 
・各欄に該当する控除額
をご記入ください。 
・年間収入見込額【⑥

欄】から控除額【⑧⑨⑩
欄】を差し引いて、年間
所得見込額【⑪欄】にご
記入ください。 
・下の表から扶養人数に
対応する区分の非課税所
得限度額を確認し、【⑫
欄】にご記入ください。  

例２（所得で申請） 

非課税相当所得限度額
【⑫欄】と年間所得見込
額【⑪欄】を比較して、
⑪の額が⑫の額以下であ
れば、支給対象となりま
す。 

クダマツ サブロウ 


